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１．緒言 
 人による金型磨き作業では，磨きツールを把持して金型面を押し付けながら往復運動を行っている．この

ような作業をロボットのような自動機械で実施する場合，そのツールである接触走査体の衝撃と振動を極力

抑えることが重要となる．例えば，金型面に鉄粉等が付着した状態でそのまま磨き走査を行うと表面に致命

的な瑕疵を与えることとなる．ここでは，接触体が走査する面上に小さな突起物がある場合に接触走査体に

作用する衝撃と振動を抑制する手法に関して，キャスター付き台車を例に報告を行う．  
 
２．接触走査体としてのキャスター付き台車 
 接触走査体としてのキャスター台車の構造を図 1 に示 
す．通常の台車用緩衝キャスターは車台への衝撃や振動 
を抑えるために，ばね・ダンパで構成されることが多い． 
図 1 のキャスターは，ばね・ダンパの代わりに直進型ア 
クチュエータ（ボイスコイルモータ）が取り付けられて 
おり，この直進移動量を制御することにより，ばね・ダ 
ンパ以上の制振効果を発揮する．さらに，走行面突起物 
からの衝撃力を低減するために，キャスターの回転中心がキャスターの撃心に対応するように設計されてい

る．車台の制振制御を実現するために，車台部とキャスター回転中心部に加速度センサが取り付けられてお

り，これらの量をフィードバックしてアクチュエータを駆動する．その制御ブロック線図を図 2 に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．突起物乗り越え走行試験 
 図 3 にキャスター台車が突起に乗り上げた場合の車台の加速度応答の実験結果とシミュレーション結果を

示す．実験とシミュレーションにはよい一致が見られる．図 3 の a)の制振制御なしでは，突起乗り上げ時に

大きな衝撃加速度が発生しているが，図 3 の b)の制振制御ありでは，その加速度が 5 分の 1 程度に激減して

いる．また，衝撃後の残留振動も格段に速く収まっているのが見てとれる． 
  
４．結言 
 接触体が走査する面上に小さな突起物がある場合に，接触走査体に作用する衝撃と振動を抑制する手法に

関して，キャスター付き台車の試験結果を報告した．今後，これらの知見を基に，金型面を接触走査するツー

ルの振動抑制や衝撃緩和に応用していく予定である． 
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図 1 キャスター付き台車の外観 

図 2 制振制御のブロック線図 図 3 突起乗り上げ時の車台の加速度応答 

a) 制振制御なし b) 制振制御あり 
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